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Ⅰ 令和３年度における主な取組の内容

水道事業、電気事業の「経営計画」の中間年のため、主要事業につ
いて、これまでの取組状況を点検し、計画策定後の変化等を踏まえて
今後の取組の⽅向性を整理するとともに、施設の耐震化や⽼朽化対策
を計画的に進め、再生可能エネルギーの地産地消等にも積極的に取り
組みました。

神奈川県営電気事業
経営計画

R01〜R05

神奈川県営水道事業
経営計画

R01〜R05

1

神奈川県企業庁
経営⽅針

H26〜R05



１ 水 道 事 業 会 計
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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年間の管路更新率を計画期間内に１％以上に引き上げ、
100年以上の耐久性が期待できる耐震継⼿管を使⽤して、
⽼朽化が進む管路の更新と耐震化を推進する。

●

管路更新に当たり、新たに布設
する水道管は、東日本大震災ク
ラス（震度７）への耐震性があ
るとされている「耐震継⼿管」
であるため、管路を更新するこ
とで耐震化も併せて図られる。
(７、11ページ参照)

目標1％以上

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等

事業内容

取組状況（年間の管路更新率）

R３目標0.77％

管路更新推進事業
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管路更新推進事業の状況 | 写真

耐震継⼿管は、水道管と水道管をつなぐ「継⼿」部分が鎖構造になってお
り、管が伸び縮みしながら、揺れを吸収するとともに、突部構造により水
道管の抜け出しを防ぐことのできる離脱防⽌機能付きの水道管である。

国府⽀管基幹管路更新⼯事 耐震継⼿管埋設⼯の様子

耐震継⼿管

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等
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配水池や小規模水源の統廃合を推進するほか、県内の水道
事業者との広域連携に取り組む。

●

事業内容

●

取組状況

小規模水源の統廃合として、令和４年度に
予定していた底沢浄水場の統廃合を前倒し
して実施し、計画目標３箇所（吉沢、惣領
分、底沢）の廃⽌が完了した。

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等

●

５事業者が目指す最適な施設配置モデル

水道システムの再構築に向けた取組み

令和３年度事業費｜30,745千円●

神奈川県、横浜市、川崎市、横須賀市及び
神奈川県内広域水道企業団の５事業者が連
携した水道システムの再構築に向けて、寒
川第２浄水場の廃⽌に必要な施設整備等の
具体的な検討に着⼿した。

小規模水源の統廃合

５事業者が連携した水道システムの再構築
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県営水道事業の安定経営と円滑な事業推進に関する事項について調査審
議する新たな検討体制を構築するため、地⽅公営企業法第14条の規定に
基づき、令和４年３⽉に神奈川県営水道事業審議会（以下、「審議会」
という。）を設置した。

●
事業内容

●
取組状況

第１回審議会において、施設整備及び水道料⾦のあり⽅について諮問した。

（２）経営基盤の確⽴

神奈川県営水道事業審議会の設置

開催状況

第１回
日時 令和４年３⽉24日（木）

審議事項
・今後の審議の進め⽅について
・水道料⾦部会の設置について



（３）水道における新技術の活用
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令和３年度事業費｜－ 千円

水道スマートメーター導入促進事業

「共同検針インターフェース会議」※
に参画し、他のライフライン事業者や
水道事業者と連携して、通信インフラ
の共同利⽤等に向けた共通仕様を検討
した。

●
●

取組状況

●

ICT、AIなど次世代技術の活用

ＡＩ等を⽤いた「電気・機械設備の故
障・劣化診断技術」等に係る⺠間企業
との共同研究を谷ケ原浄水場で進めて
いる。

取組状況
令和３年度事業費｜－ 千円●

水道スマートメーターの実⽤化に向けた検討や、センサー・
ＡＩ等を使った設備の維持管理技術の研究等を⾏う。

●
事業内容（水道における新技術の活用）

導入のイメージ図

※経済産業省（資源エネルギー庁）が開催する、「次世代ス
マートメーター制度検討会」において、電⼒分野におけるガ
ス・水道との共同検針に係る検討を⾏うため設置された会議
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浄水場や配水池、重要給水施設への供給管路等の耐震化を進める。
事業内容

災害協⼒病院への供給管路の耐震化

水道施設耐震化事業
（４）災害等に強い水道づくり

取組状況
●

⽼朽管等を震度６弱程
度までの地震に耐えら
れる地震に強い管路に
更新する。
令和５年度までに地震
に強い管路の割合を
78.4％まで向上させる。
(R3実績 77.8％）

●

●⽼朽管等の更新



12

水道施設耐震化事業の状況 | 写真

上今泉配水池（海⽼名市）内部の柱
の鉄筋を増強している様子

（４）災害等に強い水道づくり

上今泉配水池（海⽼名市）内部の柱
の補強後の様子



（４）災害等に強い水道づくり
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令和３年度事業費｜55,695千円●
●

取組状況

水道施設浸水対策事業

河川の氾濫に備えた浸水対策として、寒川浄
水場と平塚揚水ポンプ所の浸水対策を進め
た。

取組状況
令和３年度事業費｜40,597千円●

水道施設停電対策事業

浄水場の⽕⼭対策、浸水対策やポンプ所の停電対策を⾏うほか、他事
業者との災害訓練の充実や水道施設の保安対策の強化を図る。

●
事業内容（危機管理体制の充実）

●

寒川浄水場全景

移動電源⾞に対応した設備

揚水ポンプ所の停電対策として、移動電源⾞に
対応した設備の導入を、計画目標６箇所のうち、
令和３年度末までに４箇所完了した。

平塚揚水ポンプ所



（6）お客さまの信頼の向上
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ウォーターサーバーを活用した広報

東京2020 オリンピックセーリング競技会場となった江
の島に、ウォーターサーバーを設置し水道水のおいしさ
を広報するとともに、ミストシャワーを設置し暑さ対策
に協⼒した。

●
取組状況

マイボトルを活用した広報

事業内容（積極的な情報発信と適切な情報提供）

取組状況
●かながわプラごみゼロ

宣言の推進や、水道水
のおいしさ・安全性を
より実感していただく
視点から、マイボトル
を作成・配布した。

マイボトル(2021.6作成）
オリンピックセーリング会場に設置した
ウォーターサーバー

ホームページやＳＮＳ等を活⽤した情報発信に取り組むほか、水道
管路情報図のＷＥＢでの提供を⾏う。

●

オリンピックセーリング会場
に設置したミストシャワー



（6）お客さまの信頼の向上
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令和３年度事業費｜41,245千円

申請手続の電子化

水道料⾦の⼝座振替申込について、令
和３年10 ⽉にＷｅｂ⼝座振替受付サー
ビスを開始した。

●
●

取組状況

水道料⾦の減免申請について、令和４年
１⽉にe-kanagawa電子申請システムを使
⽤した電子申請の受付を開始した。

新たなお客さまサービスとしてＩＣＴを活⽤した新たなサービスや、
コンビニエンスストアでの⽀払拡大等に取り組む。

事業内容（お客さまのニーズを踏まえた事業運営）
●

●

e-kanagawa電子申請システムWeb⼝座振替受付サービス



２ 電 気 事 業 会 計
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２ 電気事業 ＜主要施策体系図＞
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●
● 相模ダムを将来にわたり健全に保ち、ダムの機能を維持するため、

事業計画に基づき、⽼朽化したダムのゲート等の取替えや、ダム直
下流の洗堀された河床等の保護を⾏う設計業務等を実施する。

事業内容

取組状況
●

（１）施設の適切な維持管理と整備

相模ダムリニューアル事業図

事業スケジュール
・調査及び設備⼯事 | R元〜R５年度
・下流施設⼯事 | R６〜R10年度
・放流施設⼯事 | R９〜R20年度

相模ダムリニューアル事業

ゲート設備設計等において、利水ダ
ム管理者が⾏う事前放流強化に資す
る放流施設の整備として国庫補助事
業に申請し、採択された。

令和３年度事業費｜347,373千円

下流の⼯事⽤道路について、仮設橋
梁部分の詳細設計を実施した。

●
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令和３年度事業費｜1,317,248千円●
● 上流域の災害防⽌と、県⺠の大切な「水がめ」としての機能を確

保するため、相模貯水池に堆積した土砂（堆砂）を除去し、しゅ
んせつした土砂の有効活⽤を図る。

事業内容

取組状況

しゅんせつを実施することで、
大⾬時に上流域での水位上昇を
抑えることができた。

●

●

相模貯水池のしゅんせつ作業

相模貯水池堆砂対策事業
（１）施設の適切な維持管理と整備

相模貯水池において、堆砂対策
事業計画に基づきしゅんせつを
実施して県⺠の「水がめ」とし
ての機能を確保し、土砂の有効
活⽤を図った。
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令和３年度事業費｜51,502千円●

● 「宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館」の「電気ゾーン」は、設置から
20年が経過したことから、新たな映像系技術を導入するなど、施
設の全⾯リニューアルを⾏う。

事業内容

取組状況
学校の社会⾒学等にも、より効果的
に活⽤できるよう、「みて・さわっ
て・楽しみながら」をコンセプトに、
インタラクティブシアター※などの
映像系技術を新たに取入れ、施設の
全⾯リニューアルを⾏った。

●

完成した「電気ゾーン」設備
（令和４年３⽉オープン）

宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館電気ゾーンリニューアル事業
（2）再生可能エネルギー普及の推進

※参加者自身が映像の中に入り込み、参加者の動きに
合わせて動画が変わるため、誰もが映像の中の主人公
として楽しめる
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● 再生可能エネルギーで発電した電⼒の地産地消の取組を進
める。

事業内容（地産地消の推進）

取組状況
●

「アクアdeパワーかながわ」事業スキーム図

（2）再生可能エネルギー普及の推進

県と企業庁、東京電⼒エナジーパー
トナー株式会社の３者が協働で、令
和２年度から取り組みを開始した
「アクアde パワーかながわ」につい
て、令和３年４⽉１日から電⼒の供
給を開始し合計８事業者（令和４年
９⽉末時点）へ供給されている。

令和３年度事業費（収入）｜24,816千円（アクアdeパワーかながわ）●
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● 水⼒発電所の効率的な保守管理の実現と、故障などによる
停⽌時間の短縮を目的に、設備の状態信号や計測値、既存
の指示値などのデータを遠隔で収集・解析が可能となるス
マート保安システムを導入する。

事業内容

取組状況

（４）経営基盤の強化

●

水⼒発電所スマート保安システム導入事業

発電所の計画外停⽌ゼロと保守の効
率化を目指し、相模発電所にスマー
ト保安システムを導入した。

導入したスマート保安システムによる遠隔確認の様子

令和３年度事業費｜61,018千円●
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● 令和５年度までの電⼒受給基本契約に基づき、東京電⼒エ
ナジーパートナー株式会社に売電している電⼒について、
令和６年度以降の電⼒システム改⾰に伴う電⼒自由化に対
応した売電⽅法を、幅広い検討を⾏い決定する。

事業内容

取組状況

（４）経営基盤の強化

●

電⼒システム改⾰への対応

電⼒調達における調達価格や契約
期間に対する考え⽅について、小
売電気事業者と公募型による市場
調査を⾏った。

売電⽅法のイメージ図



３ 公営企業資⾦等運用事業
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地域振興施設等整備事業
企業庁の資⾦・技術⼒を活⽤し、市町村からの整備要請に基づいて地域振興に資する施設を整備し、有償で譲渡する。

24⼭北町洒水の滝遊歩道整備事業（令和４年４⽉オープン）｜215,134千円

寒川町学校給食センター整備事業（令和４年度末 完成、令和５年９⽉開業予定）｜2,940千円

寒川町営さむかわ庭球場整備事業（令和4年度末 完成予定）｜12,476千円
⽼朽化した寒川町営さむかわ庭球場について、リニューアル整備の
実施設計を⾏った。

学校給食センター完成イメージ図

寒川町営さむかわ庭球場

遊歩道

小・中学校に給食を提供する給食センターの整備について、寒川町
が実施する基本・実施設計を基に、令和３年度は、整備⼯事に着⼿
した。

⼭北町が計画する洒水の滝遊歩道整備事業について、町の要請を受
け、周辺施設の整備を⾏う。令和３年度は、遊歩道等の整備⼯事を
実施した。
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ドローン活用強化事業

●
● 令和３年度事業費｜2,422千円

自動操縦機能などの最新機能を搭載した機種を追加配備し、ダム・
貯水池の維持管理や災害対応等に本格的に活⽤するとともに、操縦
研修を実施するなどの操縦人材育成に取り組む。

３ 公営企業資⾦等運用事業

事業内容

取組状況

操縦研修を実施し、人材育成に取り組んだ。
(国土交通省 無人航空機の⾶⾏許可承認者数 計33名（令和４年８⽉末時点）)

●
●

水管橋など近接して目視が困難な水道施設点検への活⽤に向けた検証を⾏った。
● ダム・貯水池の維持管理や災害対応等に本格的に活⽤した。



Ⅱ 令和３年度公営企業会計決算額総括表
(単位︓百万円)

（注１）収入決算額、⽀出決算額は税込みであり、収入決算額から⽀出決算額を差し引いた額は当年度損益と⼀致しない。
（注２）表及びグラフ等の数字は、端数切捨のため、合計額には⼀致しない箇所がある（次⾴以降同様）。
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（参考）公営企業会計の仕組み

収入 支出

収益的収支

収入 支出

資本的収支（損益勘定留保資金）

料⾦収入等

経常経費

減価償却費等

当年度純利益

⽀払利息

その他収入

当年度留保資⾦

過年度留保資⾦

※現⾦の⽀出を
伴わない経費

企業債

⻑期借入⾦

補塡財源

建設改良費

元⾦償還⾦

（積立金）

減債積⽴⾦

建設改良積⽴⾦

利益処分 資本的収⽀では、建設改良費等の⽀出
(②)が、借入⾦等の収入(①)を上回る
が、不⾜する資⾦は、補塡財源により賄
われる。

補塡財源として使⽤できる主なものは、
以下の通りである。
・減価償却費等の現⾦⽀出を必要としな
い⽀出を計上することにより企業内に留
保された資⾦（損益勘定留保資⾦）
・収益的収⽀で生じた利益を利益処分し
た積⽴⾦

①

②

公営企業会計では、収入及び⽀出を以下
の通り区分して期間損益計算を明らかに
している。
１収益的収支（損益勘定）

・当年度の損益取引
２資本的収支（資本勘定）

・建設改良費等の投下資本の増減
に関する取引

27



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

水 道 事 業 会 計

28



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

水道事業会計

29

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

水道事業会計

30



１ 決算の概要
＜資本的収⽀＞

水道事業会計

31

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（１）損益計算書グラフ

32

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
営業外収益

収益
(546.9億円)

費⽤
（503.3億円)

純利益 43.5億円

506.8億円

17.3億円

受水費
減価償却費
職員費 等

485.1億円

37.5億円

水道料⾦収入 等

水道利⽤加入⾦ 等
⽀払利息 等

減損損失

特別利益 2.5億円
固定資産売却益 等 特別損失 0.8億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（２）当年度損益の推移

33

億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

34

当年度未処分利益剰余⾦

前年度繰越利益剰余⾦
翌年度繰越利益剰余⾦

減債積⽴⾦

1億円

43.5億円

4.9億円

2.1億円

37.4億円

（単位︓百万円）

当年度純利益

その他未処分利
益剰余⾦変動額

50.7億円

建設改良積⽴⾦

資本⾦への組入
50.7億円

（単位︓百万円）

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（４）水道料⾦収入

＜水道料⾦収入の前年度⽐較＞

※⾦額には消費税等相当額を含む。
35



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜水道料⾦収入（税抜き）と有収水量の推移＞

36

億円
億㎥

10%減額の影響約15億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜参考＞家事⽤・⼯業⽤の１⼾１か⽉使⽤水量と給水⼾数の推移

37

＜家事⽤＞ ＜⼯業⽤＞
㎥

万⼾ ㎥ ⼾



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（５）水道料⾦の免除の状況

免除の概要
令和３年４⽉１日から令和４年３⽉31日までの間に督促から５年を経過し、

かつ債務者の所在不明等により納入⾒込みのない水道料⾦について、神奈川県
県営上水道条例に基づき免除する。

件数及び⾦額の合計額
13,518件、33,443,764円（令和２年度 13,479件、35,825,532円）

免除の内訳
理由別内訳
・債務者の所在不明

13,433件 33,080,082円
・債務者の破産

85件 363,682円
用途別内訳
・家事⽤

12,855件 29,084,903円
・業務⽤他

663件 4,358,861円

⾦ 額 帯 件数

500,001円以上 0件

100,001円以上 500,000円以下 10件

10,001円以上 100,000円以下 339件

10,000円以下 13,169件

合計 13,518件

38



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（６）漏水率の推移

39

有収率
91.6％

＜漏水率の推移(％)＞
漏水率 4.4%

調定減額水量 0.2%
有効無収率 3.8%

＜送水量分析＞



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（７）貸借対照表グラフ

40

有形固定資産
3,159.6億円

投資その他の資産
707.4億円

流動資産 354.8億円
資産(4,233.0億円)

11.1億円
無形固定資産

固定負債
1,443.9億円

流動負債 294.8億円

繰延収益 401.0億円

資本⾦
1,789.0億円

負債・資本(4,233.0億円)

資本剰余⾦

利益剰余⾦

144.7億円

159.4億円

負債
2,139.8億円

資本
2,093.1億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（８）企業債・⻑期借入⾦残⾼の推移

41
※ ( ) 内は、令和３年度末の残⾼である。

1,521億円 1,475億円 1,478億円億円 1,473億円 1,502億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（９）キャッシュフローグラフ

億円

42

9.4億円の増
△



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜参考＞神奈川県営水道事業経営計画における財政収⽀⾒通しとの⽐較

43

（単位︓億円）

※令和3年度に実施した経営計画の中間点検における財政収⽀⾒通し検証後の数値

※



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

電 気 事 業 会 計

44



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

電気事業会計

45

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

電気事業会計

46



１ 決算の概要
＜資本的収⽀＞

電気事業会計

47

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（１）損益計算書グラフ

48

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
営業外収益

収益
(73.2億円)

費⽤
（66.1億円)

純利益 7.1億円

71.8億円

1.5億円

修繕費
減価償却費
職員費 等

64.5億円

1.1億円

水⼒発電事業収益 等

受託収益 等
⽀払利息 等

特別利益 0.3億円
引当⾦の戻入益 等



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（２）当年度損益の推移

49

億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

50

当年度未処分利益剰余⾦

当年度純利益

前年度繰越
利益剰余⾦

建設改良積⽴⾦

10.8億円

7.1億円

10.9億円

３.6億円

その他未処分利
益剰余⾦変動額3億円

翌年度繰越
利益剰余⾦

資本⾦への組入

減債積⽴⾦

３.5億円

3億円

（単位︓百万円）（単位︓百万円）

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計

＜水⼒発電電⼒料⾦収入（税抜き）と供給電⼒量の推移＞

51

（4）電⼒料⾦収入

億円 億kWh



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
＜太陽光発電電⼒料⾦収入（税抜き）と供給電⼒量の推移＞

52

億円 百万kWh



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（５）貸借対照表グラフ

53

電気事業固定資産
270.6億円

投資その他の資産
100.0億円

流動資産 209.0億円

資産(594.8億円)

15.0億円
固定資産仮勘定

固定負債 33.7億円
流動負債 26.9億円

資本⾦
405.6億円

負債・資本(594.8億円)

資本剰余⾦
1.9億円

負債
63.0億円

資本
531.7億円

利益剰余⾦
124.0億円

繰延収益
2.4億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（６）企業債残⾼の推移

注 （ ）内は、令和３年度末の残⾼である。
54

22億円

43億円

35億円

28億円

億円

15億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（７）キャッシュフローグラフ

55

0.8億円の減
△

△

億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
＜参考＞神奈川県営電気事業経営計画における財政収⽀⾒通しとの⽐較

56

（単位︓億円）

※令和3年度に実施した経営計画の中間点検における財政収⽀⾒通し検証後の数値

※



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

公 営 企 業 資 ⾦ 等
運 ⽤ 事 業 会 計

57



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

公営企業資⾦等運⽤事業会計

58

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収⽀＞

公営企業資⾦等運⽤事業会計

59

消費税資本的収⽀調整額
６百万円



１ 決算の概要
＜資本的収⽀＞

60

公営企業資⾦等運⽤事業会計

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書
（１）損益計算書グラフ

61

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
1.3億円

営業外収益
4.5億円

収益
(9.1億円)

費⽤
（5.8億円)

純利益 3.3億円

4.6億円 減価償却費
職員費 等

4.4億円

運⽤資⾦収益
運⽤資産収益 等

受取利息
共通管理費収入 等

委託費 等

公営企業資⾦等運⽤事業会計



２ グラフで⾒る決算書 公営企業資⾦等運⽤事業会計
（２）当年度損益の推移

62

億円



２ グラフで⾒る決算書
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

63
当年度未処分利益剰余⾦

当年度純利益

前年度繰越利益剰余⾦

1.5億円

1.7億円

3.3億円

翌年度繰越利益剰余⾦

利益積⽴⾦

他会計繰出⾦

公営企業資⾦等運⽤事業会計

（単位︓百万円） （単位︓百万円）

21万円 87万円

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書
（４）貸借対照表グラフ

64

有形固定資産
87.5億円

投資その他の資産
473.7億円

流動資産 156.0億円

資産(719.3億円)

2.0億円
無形固定資産

資本⾦
690.7億円

負債・資本(719.3億円)

資本剰余⾦
1.2億円

固定負債 1.5億円
流動負債 1.4億円
繰延収益 1.3億円

22.9億円

公営企業資⾦等運⽤事業会計

負債 4.3億円

利益剰余⾦

資本
715.0億円



２ グラフで⾒る決算書

65

公営企業資⾦等運⽤事業会計
（５）他会計への貸付

注 （ ）内は、令和３年度末の貸付残⾼である。

億円



-

２ グラフで⾒る決算書 公営企業資⾦等運⽤事業会計
（６）キャッシュフローグラフ

66

60.4億円の減

億円

△



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

相模川総合開発共同事業会計
酒 匂 川 総 合 開 発 事 業 会 計

67



１ 決算の概要 酒匂川総合開発事業会計
相模川総合開発共同事業会計

（１）相模川総合開発共同事業会計

（２）酒匂川総合開発事業会計

ダム施設等の維持管理など経費全額を各事業者からの受託収入で賄っており、収入と⽀出が
同額であるため、当年度損益は生じない。

（単位︓百万円）

68

（単位︓百万円）



（参考）令和３年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表
（単位︓千円）

69
※ 繰越等︓前年度繰越額及び流⽤増減額を含む。次⾴以降同様。

※



（単位︓千円）

70

（参考）令和３年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表



（単位︓千円）
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（参考）令和３年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表



（単位︓千円）

72

（参考）令和３年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表


